




A Study of Tsunekichi Masubuchi' s Philosohpy 
and Practice of Teaching the ]apanese Language 
at High School in PostベlarYears 
Y oshimi Yamamoto 
Department 01 Education 
Mukogawa Women's University， Nishinomiya 663 
This study was to c1arify Mr Tsunekichi Masubuchi's view of the high school course of 
study in the Japanese language problems， objective， contents， methodology， and college 
entrance e~aminations. 
Mr Tsunekichi Masubuchi was the superviser of the Tokyo Board of Education from the 
32nd year of Showa til the 37th year. It is historically important to know how he tried to 
formulate the high school course in .the Japanese language c10se to the time when the 
Ministry of Education issued the offiCIal curriculum outline for the Japanese language at 
pu註lichigh schools. 
The author investigated five artic1es that Mr. Masubuchi published in the 25th and 26th 
years of Showa and found out， among others， that Mr Masubuchi strongly emphasized the 

















N 高等学校関誌の教育課程JW悶語教育諮賎 3~ 万ìT議院 昭和25生日1Jl30日発行
v 国語科大学入試問題への要望JW高校教育J昭和25年1月1日




































































































































































































































































































1.増淵恒吉 「高等学校国語科のカリキュラムJW関文学解釈と鐙笈~ 171号 P. 61 (昭25.8.1)
2.増淵恒吉 「国語教育の諸問題JW高校教育~ 24号 p. 26 (昭25. 1. 1) 
3.注 Hこ同じ p. 62 
4.注lに向じ p. 62 
5.注lに同じ p. 63 
6.注nこ同じ p. 63 
7.注 lに同じ p. 63 
8.増泌↑夏合 「高等学校関語の教育課程JW国語教育講座 3~ 刀江脅院 p. 104 (昭25.11. 30) 
9.注8に問じ p. 104 
10.注 Lに同じ p. 63 
11.注1に陀じ p. 64 
12. 't主zv.こ向じ p. 26 
13.主 2に同じ p. 27 
14.注8に河じ p. 109 (考察者において適2ままとめた.)
15.注 lに河じ p. 67 
16.注 lに同じ p. 67 
17.注 lに向じ p. 67 
18.増t調tl貨安 f高等学校鴎語学習指導の諸問題JW実践国語J第 2巻第12号 p. 18 (昭和26. 3. 1) 
19.注 lに悶じ p. 68 
20.増測桓吉 f国語大学入試問題への襲撃JW高校教育~ 34号 p. 10 (招25.11. 1) 
21.注20に同じ p. 10 











向 6年 3月間 卒業
4月 間山県吉備商業学校教諭
向 7年10月 神奈川県立横須賀中学校教諭
同 8年6月 『校注夜半の袋党~ (中興館)刊(藤田徳太郎共著)




同 28年5月 『古典の解釈文法~ (歪文堂)刊(時校誠記共著)





間 46年4月 『国語科教材研究~ (有精堂〉刊
問 53年 3月 専修大学定年退磯
同 5月 土浦短期大学教授
昭和56年3月 『増測憶吉国語教育論集』上・中・下(有精堂〉刊
間前年2月12日長逝
非常勤講師出議
昭和26年4月から昭和32年 3J1まで，横浜国立大学教育学部
昭和33年4月から昭和43年3月まで，東京大学教育学部
昭和初年3月から53年llJlまで，聖心女子大学
この間
昭和23年4月から昭和46年3月まで，文部省学習指導要領作成委員
要 約
増泌f豆吉氏は， r関語科の目標は言語能力の潔得，言語技能の訓練と文学の学習にある.Jとした.
関語科のカリキュラム作成上の留意点、として，社会の必要性に応えること，生徒の興味と関心に応じるよう
に作ること，知識を与えるのでなく，言語経験を与えるようにすること，間つの言語活動が総合的に学習され
るように編成することなどを挙げた.指導法には単元学習法を取り上げた.しかし，教材単元を主とした単元
計闘がなされるべきだとした.
増減f亙官民は， I'i言語の学力について，関諮の知識だけでなく，基金かな言語生活のできる能力を学力と考える
べきだとした.高等学校思議科担当者は，関語国文学の研究だけでなく，教材研究，学習指導法などの教職教
養の研究をなすべきだと自らの考えを提示した.
(1989年 9月27臼受理〉
? ?? ?
